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繋がる土間、継がれる記憶-既存建具の再利用によって開かれる住まい-
優秀賞（信州の多様な住まい方専門委員会会長賞）

審査員講評
人口減少が著しい中山間地域において，建築としての古民家の
みならず，風景や文化も含めた「地域の記憶」を継承しようとす
る本提案は，これからの信州における住まい方を考える上で，き
わめて示唆的である。
なかでも，古民家の豊かな内部空間を生かし，セミパブリックな

空間を広く設ける提案は，古民家活用に新しいバリエーション
を与えている。
すなわち，これは地域の記憶を共有し，継承する「ローカル・メ
ディア」として建築を捉え直す試みであり，地域に新しいコモン
ズを生み出す可能性を感じさせる提案といえる。 （武者 忠彦）

「住まい方」の提案
信州には空き家や古民家が多い。提案では、中山間地に建つ
築約180年の古民家を改修し、民泊やアトリエのようなセミパ
ブリックな空間を設けることで、地域に開かれていくことを目
指す。プライベート空間を確保しつつ、土間や蔵、屋外をパン

作りや草木染めといった趣味のスペースや、ワークショップな
どの開かれた場所に。店舗併用型住宅よりも緩やかで、「人」と
「地域」を優しくつなげる場づくりを提案。

市街地から離れた中山間地域の古民家の土間を、既存の建具を再
利用して、開かれた場所に改変する。信州らしい、信州の自然を敬

い、先人の暮らしを引き継ぎながら地域に活力を与える住まい方を
提案する。

作品のコンセプト

・主屋の改修の際に撤去された建具を、土間空間の工
房や収納棚の材料として活用

・歴史的な資産を外観だけでなく空間的に引き継ぎ、
環境負荷の低減や改修費用の削減を可能とする
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